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本
道
が
「
北
海
道
」
と
命
名

さ
れ
て
か
ら
一
五
〇
年
目
と

な
る
二
〇
一
八
（
平
成
三

十
）
年
を
節
目
と
捉
え
、
積

み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
先
人

の
偉
業
を
振
り
返
り
、
感
謝

し
、
北
海
道
一
五
〇
年
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
北
海
道
一

五
〇
年
事
業
実
行
委
員
会
で

は
、
八
月
五
日
に
北
海
道
立

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
「
北
海

き
た
え
ー
る
」
で
「
北
海
道

一
五
〇
年
記
念
式
典
」
を
開

催
し
た
。
第
1
部
で
は
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

賜
り
、
高
校
生
が
「
青
少
年

の
誓
い
」
を
述
べ
た
ほ
か
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
芸
能
と

地
域
の
伝
承
芸
能
が
交
互
に

披
露
さ
れ
、
最
後
は
、
会
場

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
「
イ

ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
～
君
に
逢
え

て
よ
か
っ
た
～
」
の
合
唱
を

行
っ
た
。(

出
典

北
海
道
一
五
〇
年

事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
。

二
〇
一
八
年

北
海
道
は
命
名
一
五
〇
年

利尻島初訪問の両陛下を笑顔でお迎えする園児たち
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天
皇
陛
下
に
お
か
れ
て

は
、
一
九
九
三
年
に
ご
ざ
い

ま
し
た
奥
尻
島
を
中
心
と
し

た
北
海
道
南
西
沖
地
震
の
直

後
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

二
〇
〇
〇
年
の
有
珠
山
噴
火

か
ら
の
復
興
状
況
を
二
〇
〇

三
年
に
ご
視
察
い
た
だ
い
た

こ
と
な
ど
も
含
め
、
八
回
の

ご
来
道
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
当
に
お
心

を
込
め
て
ご
訪
問
さ
れ
、
先

々
で
道
民
の
方
々
に
お
声
掛

け
を
し
て
い
た
だ
く
場
面
を

拝
見
い
た
し
ま
し
て
、
両
陛

下
の
お
人
な
り
、
本
当
に
国

民
と
共
に
歩
む
と
言
っ
て
お

ら
れ
る
、
そ
れ
を
近
く
で
拝

見
す
る
機
会
が
あ
る
と
い
う

こ
と
、
感
銘
を
受
け
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
、
そ
の
お
声
掛
け
を
受

け
た
道
民
の
方
々
が
大
変

に
感
動
し
て
お
ら
れ
る
姿

と
い
う
の
が
、
全
国
ど
こ

で
も
そ
う
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
大
変
に
ほ
ほ
笑
ま

し
い
と
申
し
ま
す
か
、
何

と
も
言
え
ぬ
心
地
良
い
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
多
か

っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。(

出

典

北
海
道

高
橋
は
る

み
知
事
会
見
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
四
日

利
尻
島
を
初
め
て
訪
問
さ
れ

た
。
在
位
中
最
後
の
離
島
訪
問

と
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

「
オ
タ
ト
マ
リ
沼
」
で
は
職
員

の
説
明
を
受
け
、
利
尻
山
を
眺

め
、
沼
周
辺
を
散
策
さ
れ
た
。

【
オ
タ
ト
マ
リ
沼
】
沼
浦
湿

原
は
、
オ
タ
ト
マ
リ
沼
と
三
日

月
沼
の
ふ
た
つ
の
沼
を
擁
し
、

面
積
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ

ぶ
利
尻
島
で
最
大
の
湿
地
源
。

利
尻
島
初
訪
問

北
海
道
高
橋
は
る
み
知
事
会
見
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福
井
県
教
育
総
合
研
究
所

教
育
博
物
館
は
、
平
成
二
十

八
年
三
月
に
閉
校
し
た
旧
春

江
工
業
高
校
の
校
舎
を
活
用

し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に

開
館
し
た
。
全
国
で
も
数
少

な
い
県
立
の
教
育
博
物
館
で

あ
り
、
福
井
県
の
教
育
の
発

信
拠
点
と
し
て
、
教
育
関
係

者
の
視
察
を
多
く
受
け
入
れ

て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
の
教
具

・
教
材
、
生
徒
作
品
な
ど
、

学
校
教
育
に
関
す
る
資
料
の

展
示
を
通
し
て
、
福
井
の
教

育
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
明
治
か
ら
戦

後
、
現
代
に
い
た
る
四
千
点

以
上
の
教
科
書
を
全
国
か
ら

収
集
・
保
存
し
て
お
り
現
在

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い

貴
重
な
教
科
書
を
展
示
し
て

い
る
。

小松空港にて県民の方に手を振られる天両皇后両陛下

天皇皇后両陛下行幸啓
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国
民
体
育
大
会
（
国
体
）

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
国
体
は
「
全
国
植
樹

祭
」
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
」
と
並
ぶ
三
大
行
幸

啓
の
一
つ
で
あ
る
。
福
井
県

で
は
一
九
六
八
年
（
昭
和
四

十
三
年
）
の
第
二
十
三
回
国

体
以
来
、
五
十
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
。
幸
福
度
日
本

一
と
い
わ
れ
る
福
井
県
で
、

県
民
の
元
気
と
創
意
を
結
集

し
、
し
あ
わ
せ
を
感
じ
、
元

気
が
あ
ふ
れ
る
国
体
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
「
織
り
な
そ
う

力

と
技
と
美
し
さ
」
と
掲
げ
開

催
さ
れ
た
。
二
十
九
日
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
は
、
福
井
国

体
開
会
式
に
御
臨
席
さ
れ

た
。
天
皇
陛
下
は
来
年
四
月

三
十
日
で
退
位
さ
れ
る
た
め

最
後
の
国
体
御
臨
席
と
な

る
。

二
〇
一
八
年
福
井
国
体

第
七
十
三
回
国
民
体
育
大
会

福
井
県
教
育
総
合
研
究
所

教
育
博
物
館

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
28

日
石
川
県
の
小
松
空
港
に
到

着
さ
れ
た
。
大
勢
の
県
民
が

日
の
丸
の
旗
や
手
を
振
っ
て

お
迎
え
し
、
両
陛
下
は
手
を

振
っ
て
に
こ
や
か
に
応
え
ら

れ
た
。
県
内
最
初
の
訪
問
先

は
、
坂
井
市
の
福
井
県
教
育

総
合
研
究
所
教
育
博
物
館
。

同
日
夕
、
福
井
市
の
ホ
テ
ル

フ
ジ
タ
福
井
へ
ご
宿
泊
さ
れ

た
。
29
日
は
、
福
井
市
の
県

営
陸
上
競
技
場
で
50
年
ぶ
り

２
巡
目
と
な
る
『
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
』
が
開
催
さ

れ
、
雨
が
降
り
し
き
る
中
両

陛
下
は
開
会
式
に
御
臨
席
賜

れ
た
。
一
方
台
風
24
号
の
影

響
に
よ
り
国
体
総
合
開
会
式

御
臨
席
後
の
日
程
は
お
取
り

や
め
と
な
り
、
一
日
早
く
小

松
空
港
よ
り
帰
京
さ
れ
た
。

小
松
空
港
は
、
昭
和
36
年
か

ら
航
空
自
衛
隊
と
民
間
航
空

で
共
同
利
用
し
て
い
る
空

港
。
現
在
、
国
内
線
は
6
路

線
、
ま
た
、
国
際
線
は
3
路

線
が
運
航
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
国
際
定
期
貨
物
便

が
2
路
線
の
間
で
運
航
さ
れ

て
い
る
。

小
松
空
港

台
風
に
よ
る
日
程
変
更


